
 
小平第 8小学校 第 6学年 理科学習指導案      

2019年 12月 19日（木）第 4・5限 

3rdschool 慶徳大介 

 

１ 授業（題材）名  電気の利用について考えよう 

【平成 29年告示 小学校理科 学習指導要領】 

 ・第 6学年 A物質・エネルギー (４)電気の利用 

ア(イ) 電気は、つくりだしたり蓄えたりすることができること。 

ア(ウ) 身の回りには、電気の性質や働きを利用した道具があること。 

 ・第 3 指導計画の作成と内容の取り扱い(抜粋) 

  〔第 6学年〕の「A物質・エネルギー」の(4)における電気の性質や働きを利用した道具があること 

を捉える学習など、与えた条件に応じて動作していることを考察し、更に条件を変えることにより、 

動作が変化することについて考える場面で取り扱うものとする。 

 

【プログラミング】 

・プログラミングを用いて電気の利用することについて体験的に学ぶ。 

 

２ 授業（題材）の目標 

・電気をつくりだし、蓄えたり変換したりすることを体験的に学ぶ。<知識・技能> 

・電気を利用するために、センサーやプログラミング用いる理由を考える。<思考力・判断力・表現力> 

    

３ 指導に当たって 

・教材観 

手回し発電機等を利用して、自分でつくりだした電気をコンデンサーに蓄えたり、蓄えた電気をプ

ログラミングで操作したりしながら、つくった電気を光、音、運動などに変換できることを体験的に

学ぶ。 

 

・指導観 

学習指導要領を見ると、プログラミングを体験することを通して、仕組みについて体験的に学習す 

ることを期待している。今回の授業では、体験的な学びの時間を踏まえた上で、電気の利用について

自分で考えることをねらう。限られた時間の中でも、体験すること、経験すること、感じることに重点

を置いて指導を行う。 

       

●micro:bit     ●プログルボード 

詳細      詳細 

https://microbit.org/ja/    https://proguru.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://microbit.org/ja/
https://proguru.jp/


４ 本時の学習 

（１）本時の展開 

時間 学習活動 指導上の留意点 

3分 

 

 

 

 

2分 

 

 

 

 

20分 

 

 

 

 

 

 

 

 

10分 

 

 

5分 

 

 

5分 

・本時の目的について知る。 

【プログラミングを体験し、なぜ電気を利

用するためにセンサーやプログラムを使う

のかを考える。】 

 

・前時までの学習内容を振り返える。 

 

・手回し発電機を使って、コンデンサーに

電気を蓄える。 

 

・コンデンサーに蓄えた電気を micro:bit

と、プログルボード、タブレットを用いて

活用する。 

＜人感センサーを利用して、以下 3 つのこ

とに取り組む＞ 

① モーターを回らせる 

② 電球を光らせる 

③ 音楽を鳴らす 

 

・なぜ電気を利用するためにセンサーやプ

ログラムを使うのかを班ごとに考える。 

 

・発表し、他の班の意見も聞きながら自分

の考えを深める。 

 

・本時の振り返りを聞き、する。 

 

・この時間の目標はどこにあるのかを意識

させる。 

・班や友達同士で気がついたことを共有し

たり、知っていることを教え合ったりする

ことは推奨する。 

 

 

・理科セットを用いる。 

 

 

・班ごとに協力しながら、体験したり考えた

りすることが促されるようにサポートす

る。 

 

 

 

 

 

 

・白い紙に自由に書く。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）参考資料 

 


